第90回岐阜外科集談会 by unknown
Title第90回岐阜外科集談会
Author(s)




































































































































































































































































性化乳房（一），尿中 17KS 28. lmg/day. 170 HCS 








sertoli cell白衣と考えられ Collins& Symingtonの













得て， VecallAntigenである PPD.SK. SD. Candida 
及び Mumpsの各抗原と植物凝集素である PHAを
用いて皮内テストを行なった．対象は第2外科入院患
者で，脳腫蕩以外の悪性腫蕩患者25例，脳腫蕩患者21
例，及びζれら以外の疾患群24例で，さらに29名の健
康者を対照群とした．悪性腫蕩群では，疾患対照群及
び健康者lζ比し，皮内テストの陽性率の低下が認めら
れた．抗原別の陽性率の検討では（Mumrpsを除く），
悪性腫蕩例では， PPDでCandidaの陽性率の低下が
著明であった．脳腫蕩群では，その種類とともに，皮
内テストを施行した時期lとより陽性率lとかなりの変動
がみられた．今后症例を増し，患者の全身状態や予后
との関連性を長期にわたり追求する予定であり，皮内
テスト以外の，特異的，非特異的な免疫能の検査もあ
わせて施行していく方針である．
